
 

 
 

学習指導要領等について 
 

 

○ 学習指導要領等は、全国的に一定の教育水準を確保するととも

に、実質的な教育の機会均等を保障するため、国が学校教育法に

基づき定めている大綱的基準。各学校段階ごとに、それぞれの教

科等の目標や最低限教えるべき教育内容を定めている。 時代の変

化や社会や子供の実態等に対応し、これまで概ね１０年に一度改

訂が行われてきた。 

・ 幼稚園については幼稚園教育要領、特別支援学校については、特別支援学校幼稚

部教育要領、小学部・中学部学習指導要領及び高等部学習指導要領をそれぞれ定め

ている。 

 

○ 現行の学習指導要領等については、平成２０年１月に中央教育

審議会から「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善について（答申）」を受けて改訂。 

・ 幼稚園及び小・中学校は平成２０年３月に改訂の告示を行い、幼稚園は２１年度、

小学校は２３年度、中学校は２４年度から全面実施。高等学校は２１年３月に告示

を行い、２５年度から学年進行で実施。 

・ 特別支援学校の新学習指導要領等は２１年３月に告示を行い、幼小中高校に準じ

て実施。 

 

平成２ ７ 年１ ０ 月 ２ ６ 日 
教 育 課 程 部 会 

外国語ワーキンググループ 
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学習指導要領について

１ 意義 ……… 学校が編成する教育課程の基準

全国的に一定の教育水準を確保するとともに、実質的な教育の機会均等
を保障するため、国が学校教育法に基づき定めているもの。
これまで、おおむね１０年ごとに改訂してきている。

２ 構成（小学校の例）

第１章 総 則

第２章 各 教 科
第１節 国 語
第２節 社 会
第３節 算 数
第４節 理 科
第５節 生 活
第６節 音 楽
第７節 図画工作
第８節 家 庭
第９節 体 育

第３章 道 徳

第４章 外 国 語 活 動

第５章 総合的な学習の時間

第６章 特 別 活 動

３ 改訂の経緯 告 示 実 施 移行措置

幼稚園 平成21年４月

平成20年１月17日 小学校 平成20年 平成23年４月 平成21年4

中央教育審議会 中学校 ３月28日 平成24年４月 月～

答 申 →
高等学校 平成25年入学生より 平成22年4

平成21年 月～

特別支援学校 ３月９日 幼・小・中・高校に準じて実施



教育課程に関する法制

１ 教育課程編成の基本的考え方

国 学習指導要領など、学校が編成する教育課程の大綱的な

基準を制定

教育委員会 教育課程など学校の管理運営の基本的事項について規則

（設置者） を制定

学 校 教育課程を編成・実施

（校長）

２ 教育課程に関する法制上の仕組み

○教 育 基 本 法：教育の目的、目標を規定。

○学 校 教 育 法：学校段階ごとに教育の目的、目標などを規定。ま

た、教育課程に関する事項は文部科学大臣が定め

ることを規定。

○学校教育法施行規則：各教科等の構成、年間標準授業時数を規定。また、

（文部科学省令） 教育課程については、文部科学大臣が別に公示す

る学習指導要領によることを規定。

○学 習 指 導 要 領：教育課程全般にわたる配慮事項や授業時数等の取

（文部科学省告示） 扱い等を総則に定め、各教科、道徳、外国語活動、

総合的な学習の時間及び特別活動については目標、

内容及び内容の取扱いを規定。


